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雑木林地（松・ひ
めつばき）

標高２００ｍ、約３０度
の南西向き傾斜の地域で
雑木の自然林地域

公道隣接 都道 農業センター停 扇浦

比準価格は、取引事例が少なく収集できた資料に限界はあったものの、市場の実勢を反映した説得力ある価格であると
判断する。控除法については、公法上の既成等により現実的でないため適用できなかった。また、林地市場がなく林業
経営が成立していないことから収益還元法は適用できなかった。よって、比準価格を標準とし、価格形成要因の変動の
状況等も考慮し、上記のとおり鑑定評価額を決定した。
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特にない 都道６ｍ 農業センター停東
1.6 ㎞

小笠原村で林業経営は成立していない。公法上の規制等から宅地への転換は難しく、当面は現状を維持するもの
と予測する。

世界情勢等により、木材の需給が逼迫して、価格の高止まりも見られ
るが、小笠原村では林業経営は成立していない。

国立公園第２種特別地域内に存し、地域要因に特段の変動はない。

近隣地域内ではほぼ標準的な林地であり、市場競争力は普通である。
個別的要因に特段の変動はない。

別記様式第８ 鑑定評価書（ 年地価調査）

当該土地に工作物又は立木等がなく、かつ、使用収益を制約する権利の存しないものとしての鑑定評価
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(6)市場の特性 同一需給圏は、父島を中心に母島も含む林地地域。村内では林業経営は成立していない。国立公園第２種特別地域内に
存し、宅地への転換の可能性も低い。経済性に基づく林地市場はないため、山林の所有を目的とする民間の取引は稀で
ある。需要者の中心は、公共事業用地の買収を目的とした公共団体等である。取引件数も少なく、不動産取引に当たっ
ては、需要者の属性や取引当事者間の事情により個別性が強く反映されるため、中心価格帯の把握は困難である。

　 因

林地-1
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東京 －(林) 10

１０ａ当たりの価格鑑定評価額 円 円／10a
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令和 4

令和 4 7 1

令和 4 7 6

東京　(林) － 10 東京都 多摩第３ 不動産鑑定士 小澤　勝実

日本不動産株式会社

令和 4 5 31

令和 4 7 5

小笠原村父島字長谷１１０番１ 3,889
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